
清瀬市新校開設に向けた基本構想及び基本計画【概要版】

■施設計画の目標

学校づくりの目標を施設面で具体化した施設計画の目標を定める。

（１）対話的な学びを促進し、自律した主体的な人格が育つ教室空間

（２）学校の中心となる開かれた図書館

（３）充実した体験活動ができる実験・実習スペース・発表スペース

（４）協働性を高め、地域ぐるみで育てるチームづくりに寄与する管理諸室

（５）のびのびと遊んだり、動いたり、発見したりできる屋外教育空間

（６）すべての人にとって学びやすく生活しやすい施設

（７）地域の文化的活動や社会教育活動に資する施設

（８）子供たちと市民に開かれ、みんなに親しまれる施設

（９）地域の安全・安心を生み出す学校施設

（10）環境に配慮し、持続可能な社会の形成に資する施設環境

（11）関係者との対話を重視した設計手法

■清瀬市新校基本構想・・・学校づくりの目標

「清瀬の子供たちに必要不可欠な資質・能力」などを踏まえ、教職員、子
供たち、地域住民などから出された意見・要望および策定委員会における検
討内容をもとに、新校の基本構想として「学校づくりの目標」を定める。

■計画面積

通常の学級数を24クラスとして想定した校舎等の計画面積を設定する。給
食調理室は小中合同とした場合の面積を想定する。学童クラブについては放
課後児童クラブのガイドラインを参考として設定する。
新校舎の配置計画において、隣接する清瀬中学校の体育館（屋内体育施

設）を本事業で改築する場合の計画面積を示す。各面積の計画は設計段階に
おいて継続して検討を進める。

〇校舎 7,700㎡ 〇屋内体育施設（小学校） 1,200㎡
〇給食調理室（小中合同） 600㎡ 〇屋内体育施設（中学校） 1,100㎡
〇学童クラブ 700㎡ 〇屋外トイレ・倉庫等 適宜

■留意事項

「清瀬市立学校における水泳指導基本指針」により、小中共にプールは作ら
ない。

■所要室・面積の構成案

新校舎等の所要室・面積と施設構成の考え方を定める。これをふまえ、創意
工夫ある平面計画を行い、計画面積に応じた設計を行う。

〇施設構成の考え方
・学年のまとまりは低中高学年のまとまりを考慮して配置する。
・低中高学年ごとに特別支援学級と更衣室、教材室を配置する。
・学校図書館を「学校の中心」と位置付け、各室、各ゾーンから訪れやすいよ
うにする。

・管理諸室は全体を把握しやすく、中学校との連携も考慮して配置する。
・体育施設と学校図書館、家庭科室等の特別教室は地域開放利用を想定した
ゾーニングを行う。

・地域開放ゾーンに交流ホールや学校史ミュージアム（仮称）を配置する。
・地域開放施設は学童クラブの利用やコミュニティハウスとの連携を考慮する。

施設構成図

■次代を生きる清瀬の子供たちに必要不可欠な資質・能力

文部科学省が示す「三つの資質・能力」に「自らが生まれ育った清瀬を誇
りとし、持続可能の主体者となる力」と「自分と他者の命を守る生命尊重」
を加えた５点を「清瀬市が目指す資質・能力」とする。

【学び】
学ぶ喜び、活動する意欲がわく

学校づくり
～令和の日本型学校教育の実現～

【生活】
心地良く過ごせ、

誰にも居場所のある学校づくり
～ダイバーシティ

インクルージョンの具現化～

【共創】
地域とのつながりの中で
学びが広がる学校づくり

～社会総がかりによる教育の推進～

【安全】
安全・安心な学校施設づくり

～自他の生命を尊重する教育の充実～

【環境】
脱炭素社会に貢献する学校施設

づくり
～ の推進～

【参画】
みんなでつくり、みんなで支える

学校づくり
～チーム清瀬の実現～

学校づくりの目標

－ ひとりひとりが安心して学び、ともに育つ教育環境の実現のために －



（２）学校図書館・階段ホール

タブレット等をみんなが持ち日常的に扱う今日的な学びの環境を踏まえ、貸
出機能や読書の場、自学の場といった従来の枠組みにとらわれず、学年を超え
て協働的な学びに取り組める場、充実できる場、更には学校の枠を超えて地域
社会や世界と協働的に探究する場、交流拠点として位置付ける。

（３）管理諸室

職員スペースは、教職員の執務スペースとなるだけではなく、さまざまな関
係者、学校の支援者が滞在し教職員と協働する場となる。ノンテリトリーとし
て執務の場所を個人やチームで選択できるようにするとともに、校務分掌等の
打合せや職員会議の場としてもフレキシブルに利用できる環境を整える。

■各室・スペースの方針

（１）教室まわり

教室とオープンスペース等の学習スペースを同列かつ一体なものと捉え、教
育活動に応じた部屋やコーナー、音が仕切れる小室、教材準備スペースなどに
よって学習環境を構成し、教室もその構成要素の一つとして捉える。
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■学校施設の地域開放と安全対策

地域と学校の連携を高めるきっかけとして、従来の体育施設の開放利用から
一歩進んで学校図書館や特別教室等の地域開放を進める。散歩の途中で訪れて
休憩できる地域交流ホールを用意することを検討する。
安全対策に万全を期し、学校教育活動に支障のない地域開放施設の管理・運

用の仕組みをつくる。

階段ホール

120㎡

「表現の舞台」

特別教室

開架

書架

40㎡

サービス

カウンター

20㎡

作業軽読書

30㎡

地域連携

30㎡

閲覧スペース

協働的な学びの場

90㎡

企画展示

20㎡

学校図書館

240㎡

教室

連携

・複数クラスで

発表できる場

・視聴覚設備

児童

玄関

地域交流

ホール

（開放玄関）

絵本

20㎡

キャレル

デスク

20㎡

職員

スペース

PTA

■ 教育 のあり方

施設管理や防犯対策、地域開放、省エネ対策など多岐に渡りICT/IoTを積極
的に活かせる環境整備を目指す。ICT等の活用の視点を次に示す。
①児童の個別最適な学びを支える ②協働的な学びを支える
③教職員の働き方改革を支援する ④学校施設開放の利便性を高める
⑤防犯・安全対策に資する ⑥施設維持管理・省エネ対策に資する

保健
養護

健康診断

資料

70㎡

来校者

受付

・消耗品管理

・給湯

資料

出勤

管理

印刷

30㎡

更衣

休憩

30㎡

更衣

休憩

30㎡

一般玄関

ホール

〇職員室
・活動内容に応じた場所を用意
・執務作業、打合せ
・児童対応、リフレッシュ
・管理職（副校長）の執務環境
・出勤管理/メールボックス

〇更衣室

・全員の更衣ロッカー

・横になれる休憩場所

・外から訪れやすい場所

・来校者を迎える環境
・チェック機能

校長

応接

30㎡

相談

リフレッシュ

給湯

校務資料

副校長

用務

作業

40㎡

打合せ

応接

外部作業

テラス

10㎡

事務

30㎡

地域連携

30㎡

〇地域連携室
・地域コーディネーターの拠点
・教職員や保護者との連携配慮
・児童の様子を把握

カウンセ

リング
10㎡

水場
ｼｬﾜｰ

PTA

30㎡

執務/会議

グループテーブル

（ノンテリトリー）

児童対応

女性

トイレ

15㎡

男性

トイレ

15㎡

・資料作成/保管

・授乳室

授乳室

10㎡
BFWC※

・おむつ替え

職員室 200㎡

教材作成

20㎡

清瀬中学校

管理諸室
10㎡

連携

個人ロッカー

連携

発表の場となる階段ホール事例

地域と共有する学校図書館事例

（４）特別教室

特別教室は教室では行えない実習や実験に取り組める活動の場である。ここ
に来れば存分に体験活動ができる活動スペースとする。室内で活動を完結せず、
テラスやオープンスペースを組み合わせることで活動の幅を広げる。
また他の特別教室や学校図書館と関連付けることで教科の枠を超えた学びを

展開できるようにする。

音の響きが良い音楽室

キッチンとダイニングスペースを
組み合わせた家庭科室

創作の場としての雰囲気が漂う
図工室

実験材料が整った理科室

■地球環境配慮と学校施設のあり方

〇長寿命な施設づくり
①十分な耐震強度と耐久性を持つ構造躯体とすること、②変化に対応できる

フレキシブル（可変性）な施設とすること、③予防保全を中心とした適切な維
持管理が継続して行えるようにする。

〇エコスクール
環境負荷の低減に貢献するだけでなく、施設を環境教育の教材となり、地域

の環境教育の発信拠点として先導的な役割を果たす。
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WC

※

更衣

多目的

プレイルーム

【音楽室】
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メディア

150㎡ 準備

【家庭科】
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【体育館】
（清瀬中）

地域連携

30㎡

【学童クラブ】

相互
利用

利用

利用

地域交流ホール

（地域玄関）

居心地の良い場所

【学校図書館】

＊
240㎡

校庭利用

地域開放範囲

アリーナ：

主にスポーツ団体

を想定した設え

多目的室など：

軽運動や会合など様々な

利用者を想定した設え

地域

開放

開放

受付

：セキュリティチェックポイント（それぞれ確認方法が異なる）

＊特別教室の地域開放は図工室等も将来的な開放可能性を視野に入れて引き続き検討する。

＊学校図書館については、入館管理と合わせて図書貸出の有無など運用面も検討する。

学童ｸﾗﾌﾞ：
放課後や長期休み期

間の児童の居場所に

なるため、体育館や

校庭等の開放施設も

活動場所として位置

付ける

教室等
セキュリティ区画

特別教室：
音楽・家庭科等地域住民

が利用しやすい特別教室

を開放施設と位置付ける

地域連携室：
開放受付

＊運営のあり方を踏ま

え、開放管理室を別に

設けることも検討

主に個人利用

主

に

団

体

利

用

主

に

団

体

利

用

管
理
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学校図書館：
乳幼児を含む子どもと

保護者主体の開放利用

を想定

地域交流ホール：

目的がなくても過ごせ

る居心地の良い設え

※バリアフリーWC

※バリアフリーWC

※バリアフリーWC


